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っこ不定鶏護遊連載日3

生
事告

アメリカシの観客には出会わないc 一見

不思議だが，それも開設だったことに湾

然とする。そこには18約聖書以来の伝統

が深々と根差していた。とすればどうか。

啓示宗教のifJ:界とは縁遠い東北アジアの

言宗斎を去勢する牧畜文fちも緩イすか
なかった揮東の島留にあって，そもそも

脱米。「}説戦後美筏批評Jとは持であり

うるのか。イスラーム留の謹頭と，それ

はいかに対薮的な表情を請してゆくこと

となるのだろうか。

rrprom Postv'Iar to Postmodem : Art jJl Japan 

1945-1989.i (鉛12)擦のと題された敗戦後

日本美術批評の選集がニューユーク近代

美術鑑より刊行された。すでに『表象

。8JJに書評したが，ここにはそれまで英

語闘では知られていなかった「去勢され

た敗戦後日本」の諮衛美術界に鳥撤が与

えられている。いままで不可読だった「可

能役界Jr並狩世界Jのひとつが，英語

という媒体のうえに出現した事件といっ

てよい。もとより英語媒体に翻訳されな

い没界比英語麗から克れば不在に等し

い。そして戦後半註記の美術界がニュー

ヨーク;二審奪され，芙誇本f立の批評に

よって実効支記されてきたとするなら

[後〕

盤 整 (いながしげみ/臨時文化問センター椋/総合間大特大学教授)
ム 可./司砂

3也苦言態控界のなとつとしての器本?

河設設界論への糸口は，情j椅氏がいさ

さか唐突に導入した「天気予報のペラ

ドックスJにあった。降水鶏喜界が30%と

いう場合，可能怒:界誌にき乗れば， 10の君主

界のうち， 3つではl'l主 7つでは晴天と，

世界が分岐する。「いま・ここj は謹数

あるが， r私j の意識にはそのひとつし

か見えず，私はそのひとつに住まってい

る。この確率詩的な濃度を問題にするこ

とは，松浦寿夫氏も補足するように現

実態のもとに初めて想起される可能態を

めぐる開題でもあり，その対穫には「決

してこない終末を待ち続けるjという「コー

ダヤ的な期待の地平j が終えていること

も浅田氏の指摘するとおりだろう。分か

りやすく言うならば，サミュヱjいベケッ

トの fゴドーを待ちながら~，フランツ・

カブカの『域』の世界である。ここで話

題となるパーネット・ニューマンを含め‘

南北を関わず新大陸の美術界が，ひと皮

禁IJくと，こうしたユダヤ患想の純粋渚養

と表裏一体だったことは，菌府寺南氏も

近著 Fユダヤ人と近代美術JJ (光文社新訟

で緩説するとおりだろう。北米大濯で近

代美術銭に訪れでも，ほとんどアブロ e

かだ辺9-23-ヱろ

「去勢・不能から瞬時性と輪廻転生、さらには可能世界の濃度計測へ：脱戦後日本美術に関する断片的な覚書（後）」 
『あいだ』229号　2016年10月20日 23-29頁



塁翠 05
["From Postwar to Postmod芭rn，Art in 
Japan，1945-1989J (2012)表紙

しなかっ

しての市民援すら獲得して

本のマスコミはn 英語争

を話、避することで，

この自己揺誠を認劫してきた。

とはいえこう指摘したからといって，

何もいまさら，国威顕揚の必要を訴えよ

うというので誌ない。むしろそこには3

がアジアへの授絡と短

絡したことへの反省が，敗戦後の心理的

萎絡を招き，経済界の世界進出とは裏腹

に心情的「鎖窪むを慈した症候が見て

取れる。島留に自足した「ガラパゴス化J

がいかなるー奇形と特殊な進化を結果した

か。その症例を世界史的な舞台で検設す

る機会は，バブル経済絶頂の 20役紀80

年代後半に到来した。そのうち最大規模

の悲しで筆者が実捺に見関したのは，パ

1)のポンピドー。センターにおける『包

本の前衛』展(1986-87)に限られる。それは，

ともなう経済摩擦緩和の一環

としての文化政策であり，折からのポス

トモダンの掛け声のもと，江戸徳川時代

の鎖国がポストモダンの魁であった，と

いった能天気な幻想とも開講した。

ここで前衛援念の%~~意性が表題化した
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ことだけは，

f告

か見なかった。

ておこう c フランス

」〆

だがそれも当然であるc

訴衛を認知する。その反窟，こ

適合しない現象には，地域的伝統という

名称を宛がう一。こ

界に適用すれば?そこ

式の伝統かのニ律背ましか見出せまいG

試しに革新〈十)か保守(ー)

西欧志向(刊か箆粋(ー)

てみよう。ポンピドー@セン

として認知されたのは第一象怒(革新かっ

E鰍志向)のみであり，第三象限(然守伝絞)

が除外されたのは当然として弘第二象

眼(伝統の廓j新jや第四象綬(邸主アカデミー

の尽き宅な移入)は視野から自動的に脱怒し

た。だ

念天心らの『東;洋ネの党鰹Jとして舎 20校

紀初頭の槌良地帝冨治下ではそれなりの

!五i践的関心を惹いた前衛的選択であり h

第四象援は体制派の行致主導による日本

近代化路線だったはずである。

それから 30年の年尽を癒してニュー

ヨーク近代美術館から発刊された英語訳

の敗戦後美術評議集成も，基本的には『日

本の前衛』と悶様の陣立てである。それ

はMoMAという組織の思是からしでも

不思議でなく，首尾一貫した主張が貫徹

されたものと評しうる。だがここには

別種の位相差が三重に導入されているこ

とを見落とすべきではなかろう。まず

税近代が目安話されて久しい現時点に立っ

て，日本近代のうち敗戦後の「去勢j

階を正史として英語の澄界に登録すると

いう時代錯誤。つぎに「去勢Jされた時

代にあって，いわば反体制を擦携した勢

力こそが体制派の代表のごとく誤認され

るという転倍。さらにはそもそも歌米議

衛の透諮である以上。「前衛」の)!Î\~ょに

も置けなかったはずの

輸出可能な商品として，いまや英語醤の

美術市場への「上場Jを巣たしたこと。

これらはいずれも悪意を込めて倒錯ぶり



を誇張しているわけではない。

らざる歪みがあるにも

持らず，それを架設することで「認知」

が成就する経議を重視したいc

異端だった;まずの詩祭が，次の持代;ご

;ま環範へと昇進する。これはそれだけな

ら猿腐な錨纏鏡の変遷謹に過ぎまい。呉

ハイ・レッド・セジターかちモノ派

iこささる営みが英語震の認知を得たこと

は，寿ぐに{穫する栄誉でこそあれ，塁手下

する所以でiまあるまい。と誌いえこの認

知をもって， Ei本の前衛的達成が世界的

に承認された，などと喝采を叫ぶのは筋

違いだろう。むしろそこには，欧米中心

史震の設界美術史，英語文北盟主導の度

界図式が破綻を見せはじめた兆候をこそ

読み取るべきだろう。翻って，

条された盤史史料集の呂本語原典が，そ

のままでは現在のEl
ことも無視できまい。業界

内派閥問題や，出版事情の惑把などとい

う要因にもまして，そこには日

の藤史的過去と，英訳が達成した言説的

現在との役相楚が刻まれているからだ。

可能世界という確率論的長引主が積層す

る仮想、現実は，ここに半透明な干渉縞を

描くこととなる。一元的な近代史観が綴

した後の世界は2 この薄明の髪のなか

に揺曳する。

4.普道的詮界薬舗史的玄〕影

21世紀ゼロ年代には，世界美術史の可能

性を問う議論が，ひとたび滋議した。ジェ

イムズ・エルキシスからの懲惑もあり，

筆者もその一角で不十分ながら発言の機

会を得た。この件は別穏に委ねるが，こ

れまで呂本盟内ではまったく反応がな

かったこと泣付記しておきたい。欧米主

導の言在籍が設界を制覇するというモダニ

ズム。モデルが摩史的現実によって凌篤

された今日，欧米原産の書式のうえに，

非密欽の美衡を整序して並べることはフ

およそ蛍界美術史の達成を意味しない。

~、

rEi本の前衛J震を関に譲察した

とおり T もはや単線の発展史援の路線で

は続簿できない護数性が愛界の実施であ

り，また主要な作品や物語苦手をヲ盟議金

諮市場向様!こ上場銘柄として選前のうえ

格付けし，それらを後並びに諜列する思

議見本市の展示も，虚妄でしかないc と

りわけ議代美術と呼ばれる開時代の世界

泣，近托主義の用意した鋳型{渓戒の美術

市場による金喜怒混としての認忽)に絞まらない

だけでなく，当事者にも全体を一望のも

とには見渡せない問時進行の状況を呈し

ている。これは光速が到達する以誌の光

景が不可読であり，変速の愚かない設界

が不可騒なのと雨様lこ，純粋に物理的な

条件であり r問時代j との認識は常に

後手，毒事後の遜及的認知としてしか成立

しない。あるいはインタ→ネットの普及

により

たとの見解もある。だが・度lこi蚤話でき

るIEiJ線と，人間の叡lJの認識能力の捜界と

いう壁に臨まれて，可能態dynamisとし

ての同時性は，現実態号nergeiaとしては

かえって遅延ゆえの不全盛，満たされぬ

不充足感を昂迭させるという，倒錯した

を生んでいる。

そうしたなかで，間持代美術の実招を

如実に体感させる事例があった。 2014年

に香港で普通選挙の実施をもとめる政治

運動に槌伴して発生した，策ー色の雨傘の

大繁殖である。宮錆毅，スタジオジブ1)

の『となりのトトロ』のハリボテも黄色

に塗られ，演をきの雨傘をさして，街角の

あちこちに登場した。一昔裁の北京なら.

日本産キャラクターの競梁致運は，それ

だけで「文化畏路Jのレッテルを結られ

かねなかった。またパテントや知的所有

にうるさい欧米のブランド銘柄なら

ば，こうした無断f着用にも，封産権侵害

で白くじらをたてかねまい。だ、が海賊版

の自然増殖は，期さずして大衆文化@民

衆文化がもはや毘境などもたない融通然

碍な流動性を発揮する運重きであることを

誌拠立てた。さらに時傘が象徴的な社会

あいだ229-25
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ンスー

「ー衣帝水」を設、揺させる。台湾

の立法践占拠から香議へと飛び火した黄

色の謂傘ほ，政治権力による持法{こ抗う

畏衆の意思を伝達する，治好の小道呉と

なった。前傘;ま需が鋒るからこそ役;こた

つ。降認という足分事が到来すればこそ.

皮肉にも対抗手段としての雨傘が模に連

帯して挺穣に額悲し，束の需の解放区が

市内のあちこちに，自然発生で護主主したc

5. i:t鰭の話。究者の洪養

つだ玄佑宗久の出設作;ま

た。お読みいただいていない方に差

えない範簡で述べると，この小説には大

り

物だが，話者はそこに

る。 それが「ほどけj ると fほとけJと

なる。それが成仏である。文庫}援に解説

を寄せた持の文化庁長官，河合隼雄は，

この経緯りの縞lこ議{漫経でいう

の「インダラ鱗Jを見た。その績回にお

いてすべての存在は遠く近く繋がってお

り，そこでの「成仏j は，もはや誰とい

う錨人の特定を許さない。宗教とiまそも

そも人々を結びつlする織さでみり，さら

には死者を生者と結びつける営みだ。中

陰とは，有と無との狭間，生死の合間を

指す言葉だ、った。誰からともなく始まり，

香港で繁F直した黄色の雨傘も，中陰の花

の一変穫だったのではなかろうか。

そう書きながら，筆者の連想はさらに

それ自体が紙譲りを綴じた絹の自のよう

に拡がってゆく。ヱル・アナツイは，ニ

ジエール}IP:判長iの大学都市ンスカに住む

現代重芸術2主である。2015年のヴェネチア。

ピヱンナーレで栄誉金顕子賞を受けた著

名人だが，日本では 2010年から翌年に

かけて，大規模な回顧震が巡毘している。

筆者は幸運にも偶然この震覧会に爵与す

る機会を得た。そこで得た観察を北海道

大学で披露したところ‘さき方を詔待して

下さった飛ケ谷美諒子先生が。まるで玄

橋宗久の JT!:ド患の詑去のようだ. と

援を述べてくださった。彫刻家エル・ア

ナツイ比議品として投棄された大量消

費物資から金震片を丹念に集め，工震の

f中間たちとともに，それらを織り上げて

をつくる。認泌

筆者誌それを，議れに影刻 sculptureな

らぬ iscraptureJ と呼んでみた。患うに

これは針供養や人形供養開様に，廃品金

属の供養の議式ではないか。

るとおり，道具や器物は 99年を経ると

妖桂に化す。人間の煩悩を背負い，

呉としてさまざまな怨念を帯びた品々に

は， しかるべき供養が必要だ。古紙を紙縫

りに仕立て，スクラップ金属を織物へと

転生させる。その手間を通して，用済み

れる。

の搾取に依存した人間存在が，ヒトとし

ての尊厳を更新するのに不可欠な儀礼で

はなかったか。

人はみなを界を材料ーとしてそれを織物

り上げてゆき，機織りの営みを通

じて，何時しれず役界に騒り込まれてゆ

く。 ftlt界の織物Jとは哲学者のモーリ

ス・メルロー=ポンティが続年に辿りつ

いた境地だ、ったが，それは織物の機仕事

において，原初の姿を具現していたはず

である。役界を装飾することとは，

cosmosの秩序を，化絞 cosmeticsを通じ

てわが物とすることだ。それは古え人た

ちの狂おしいまでの行であり，人類が美

を求める祈りも，そうした太古に芽生え

た装飾への本能とけっして到の営みでは

あるまい。

コスモスの結議としての美術作品も p

チベットの紗蔓茶羅と間様，儀礼が柊了

すれば，解きほぐされて，もとの砂粒へ

と戻し，河に流して，生々流転の論題の

うちに委ねなければならない。さもなく

ば器物は，独占欲，所有欲という

いつしか染まって，どす黒く汚物にまみ

あいだ229-26
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警護 O吾

エjレ・アナツイ 《大地の皮感》

アルミニウム，銅線 2008 

ヱjいアナツイ 《グリ(皇室)>>(部分J

アルミニウムa 警糠 2009 

れてしまうからだ。脅しくも薬厳の悟り

にも似た境地を，西アフリカ出身の重芸術

家，ヱル・アナツイは体現する。彼は，

工房での集詔制作を通じて人びとを結び

あわせ，廃品自収の海賊的流還によって

アフljカの劣位を転倒し，天然資源の奪

還を金属議物うちに実践していた。

6.実態経済の海賊史観にむけて

アジアとの連帯，アフリカとの連帯な

どと，口先で唱えるのは容易だろう。だ

がここで提唱したいの払そうした声高

な政治的正義の主張で、はない。むしろ支

配的な秩序9 現代でいうならば地球表面

を覆い尽くした金融資本主義一衿教を揚

め手から人知れず崩してゆくことで，人

びとに紳をもたらすような，いたって地

球な，抱互扶勃の縞の自である。素朴な水

いえば，資産経済の議迭とともに

暴走した金融という名の佼装現実v'.utual

realryに疑問を付し p それによって覆い

尽くされた地球表題にささやかな実体

経済の実物大の絵柄を諾き直す営みと

いってもよい。それは金議市場の担保に

成り下がり，投機の対象でなければ保険

のカタに変貌を遂げた現在の美術を，得

び生身の等身大へと奪還しようとする試

みでもあるc そこで有効な務総として筆

者が近年思案を巡らしいるのが，‘海賊と

いう容をである。

ソマリア沖海設，あるいはマラッカ海

めいだ229-27
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るとして，

して鎮正に努めてきた。だがそこで唱え

られる間際法による正義と誌‘現実には

議接患を中心とした和察の防衛にほかな

るまい。グロデウスに遜る盟議法，とり

わけ公海における諸規定には，キリスト

晃教諾の翻によ

る犯罪を一方的に海毅呼ばわりして処罰

する姿勢が欝、著lこ認めろれる。だがその

背景には，スペイシ・ポルトガルとオラ

シ夕、との対立があり 9 罷諜法の成立自体

が，海上顎楼の纂奪と主主rt妥iこ絡まってい

た。イギiJスの泣界制覇の過程をみても.

ヱリザベス女王公認の海裁が覇権の先兵

をなしていたことは，歴史学の常識に属

する。いわゆる東西交易においても，物

流の実態は， f友げ荷などの違法行為に立

しているといって過言でない。謹史の

真実は公式の統計の影に程、された密貿易

に{立与している。Ji!勝平太の提唱する

は，元来は梅捧忠夫の発案した

の生態史認」にJ海上貿易による

物流を加号ましたものだったが，その延長

i二で f海践史ちむなくしては， i自:界史の
実態には迫れまい。

一見「美術Jの世界とは然藤な提案と

映るかもGれない。だが欧州むけの絢磁

器交易では，伊万里写しの景・徳鎮や翠ー徳

鎮裂の麗作:伊万患が大量に取引されてい

る。いま，意図的に「写しj と

という言葉を{汗記したが， 19 i段紀後半に

高標登録や意匠登録の法整儀がなされる

以前の臼本ではP 職人の腕前ほ，いかに

見事な「写しj を製造で=きるかに掛かっ

ていたといっても，まんざら嘘ではある

まい。ヱ)y.アナツイの金属廃材の救済

事業も，大量消費産業箆棄物の「等し」

であり，海践的流通による f移し」だ、った。

て，昨今の'清報革命。流通革命下で

比サイバ一環境におけるハッキングや

謹製権侵害，海賊潟f去が緩行するのみな

らず，それらを規制しようとする器成権

力に敵対すべく「海賊党Jを名乗る合法

めいだ 229-28

持政党までが進出する状況となってい

る。企業によって誌

するために3 ダミーの海賊詣誌を自訴で

流布したうえで，それを見せしめに懲罰

してみせることで科爵を薙保するといっ

た，議実入り乱れた手法まで敬られてい

る。一定数の海践を野放しにすることで，

秩序は秩序の蕗呂を擁す。語力は自らの

正義を維持するために誌，怒読すべき悪

を翠造せねばならぬ宿命にあるが，それ

が海殺現象の握床ともなるc

今日 f#$賎」絡みで発生している膨大

な文化事象について，集者は呂下，議

している最中で

ある。そのため詳縮は省くが，一方で

は，現今の技術革新に既存の法体系が追

いっかないという状況が恒常的に発生し

ており，そこ

する

で指弾される。他方では，

されるようなここ500年の世界史を踏ま

えた正義感や国際秩序が，いままさ

壌を遂げようとしている前兆が，

為と審j役される現象として耳呂を数てる

にささっている。表部を覆う秩序ιその

下に揺された反秩序とのあいだには，語、

微で禁じられた相互依存が横たわってい

る。両者は持ちつ持たれつであり， 一方

的に海賊を鎮在すれば，それで社会秩序

と安寧が綾持できるといった楽観的な正

義惑は，もはや適用しない。両者の交叉

する海域に巣食って自らの延命を留りつ

つ，秩序と反秩序との合流点から利潤を

掬いよげる海践的な流選。その実態に迫

るような研究がp いま要請されており，

美術もそこから無縁ではありえない。そ

れはとりわけ，美術銘と呼ばれた装震の

将来を考えるとき，無担できまい。

7.美諸鑓に持采拡あるのか?

美術鎗について，ごく短い提案を備忘

録震に記して，とりあえずの結論に代え

たい。これからの美術語は，もはや「美



d参

の殿堂」といった高みを志向する存在

ではないだろう。都市文化の範壌では.

ムゼイオシのみならず，スコレー，ア

ゴラ(勾フォーラムj など，ともすればギ

リシア語起擦のカタカナ言葉が繁殖す

る。この事実ひとつからも，そうした

文吃装置がいまだに捜付いていなし

東の漢詩文化欝特有の文記風土が窺わ

れる。香港やシンガポールそれにソウ

ルでも，高麗建築では4s緩や 13器が嫌

われるという。それならばいっそのこと.

そうした階に資料保存室の設置を義務付

花美術鑓 .t写物館の空間として安定保し

てはいかがなものかc そこは壁史の記鐙

収議療でもあり，過去の援皇室を呼び寄せ

る一種のお化け麓致としても異業できる

[注]

界擦となるだろう。また兵産巣立美術援

な乙せっかく議湾施設に題していなが

ら9 達関;立をでに露物と出して死んでい

る。せめてお祭りの訴りにだけでも，

手し講として議湾機能を試話できないだろ

うか。ひとつ間違えば，それこそ密議経

路として悪局されかねまい。だが4階や

13賠の薬あるいは外洋への密銃蕗と

いった爵義的な通路や境域が，海競的流

通を選じた社会再活性記の鍵を握ること

もあるだろう。

ここに可能君主界の濃度測定装置とし

て3 美街鋳の機吉きを誇玉号する余地も生ま

れてくる。その詳翻については，また場

所を改めて，美器と社会の「あいだ」を

詳しく言念じてゆくこととしたい。
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